
コロンビア経済情勢（７月） 

 

【ポイント】 

● 税制改革法案を国会に提出 

● 財務・公債省は２０２２年予算案を公表 

● 中央銀行は経済成長率を７．５％に修正 

 

【本文】 

１ 主な出来事 

＜国内情勢＞ 

（１）税制改革 

（ア）政府は税制改革２．０で１５兆ペソの税収を目指す（「ポルタフォリオ」紙、５日） 

ドゥケ大統領は、緊縮財政、脱税対策、産業・商業税（ＩＣＡ）の５０％控除、法人税によ

り１５兆ペソを確保したいと述べた。これにより連帯所得プログラム、低所得者の高等教育無

償化、１８歳から２８歳を対象とした雇用補助プログラムが行われる。 

 

（イ）税制改革のポイント（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レプブリカ」紙、１４日） 

税制改革により、産業・商業税（ＩＣＡ）の５０％控除で３．９兆ペソを、法人税を３５％

にすることで６．７兆ペソを、金融部門の３％課税で３，９２０億ペソを、海外資本の課税適

正化で７，６００億ペソを確保する。 

 

（ウ）緊縮財政で６，５００億ペソを確保（「ポルタフォリオ」紙、２２日） 

緊縮財政は、国会に提出された税制改革２．０の重要な柱の一つで、２０２２年には６，５

００億ペソを確保する見込み。政府の人事、物品・サービスの追加費用の制限と、サービス提

供契約の見直しを提案とする。 

 

（２）失業率低下と非正規雇用の増加（「ラ・レプブリカ」紙、１日） 

国家統計庁（ＤＡＮＥ）が公表したデータによると、今年５月の失業率は前年度比で２１．

４％から１５．６％に低下し、労働市場が再活性化していることを示すが、このうち４８．３％

が非正規雇用であった。これは２０２０年５月の４６．８％から１．５ポイントの増加で、雇

用の非正規化が認められる。 

 

（３）全国デモと感染対策は、第２四半期の経済回復に影響（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レ

プブリカ」紙、２日） 

政府は、２０２１年の第１四半期の経済成長率が、アナリストの予想を上回り、１．１％で

あった旨発表した。しかし、第２四半期については、数ヶ月続いている全国的なデモと新型コ

ロナウイルスの感染対策による影響が出る可能性がある。Fedesarrollo が発表した４月の消費

者信頼感指数は、▲３４．２％であり、前月の▲１１．４％と比較して、２２．８％の低下と

なった。また、失業率も５月は１５．６％となり、前月の１５．１％と比較して０．５ポイン

トの増加となった。 

 

（４）新型コロナウイルス対策に関する政府支出は２０２２年まで続く見込み（「ポルタフォリ

オ」紙、「ラ・レプブリカ」紙、２日） 

政府は、中期財政枠組（ＭＦＭＰ）において、「短期的な財政出動は、国の経済回復を実現し、



社会経済構造を強化するために不可欠であり、新型コロナウイルスによる経済危機は、経済の

再活性化と貧困層への保護に関し、政府の短期的な介入を必要としており、介入がなければ経

済的・社会的危機が深刻化するリスクがある」旨述べた。このため、２０２２年まではＧＤＰ

の７％ほどの財政赤字が続くとみられ、２０２３年以降は４．７％となる見込み。 

 

（５）２０２１年上半期の住宅販売数は１０万９，３４２戸（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レ

プブリカ」紙、「エル・ヌエボ・シグロ」紙、５日） 

ガレリア・インモビリアリア社によると、２０２１年１月から６月までの住宅販売数は１０

万９，３４２戸と好調。５月時点で建築部門の９５万３，０００人の雇用に貢献。 

 

（６）２９件の第四世代道路整備計画のうち１０計画で８５％以上の実施率（「ポルタフォリオ」

紙、８日） 

ドゥケ政権が力を入れている第四世代道路整備計画は、平均で５７％実行されており、２９

計画の３分の１強の１０計画では８５％以上の実施率となっている。 

 

（７）フィッチ・レーティング社は、コロンビアの投資適格を引き下げ（「ポルタフォリオ」紙、

「エル・ヌエボ・シグロ」紙、２日） 

フィッチ・レーティング社は、外貨及び現地通貨での長期債務の格付けをＢＢＢ－からＢＢ

＋に引き下げた。これは、財政赤字及び公的債務の増加及び中期的な債務返済に関する不確実

性によるものとされる。 

 

（８）ラテンアメリカ開発銀行は、デジタルトランスフォーメーションの促進のためコロンビ

アに５億米ドルを投資（「ポルタフォリオ」、９日） 

ラテンアメリカ開発銀行（ＣＡＦ）は、コロンビアの公共部門のデジタルトランスフォーメ

ーションの促進に関し、５億米ドルの融資を行うとした。これは、デジタルテクノロジーの戦

略的利用の促進、高品質のデジタル公共サービスの提供、データと人工知能を活用した公共政

策の改善に重点が置かれ、用いられる。 

 

（９）対外債務が８．９８％増加（「ポルタフォリオ」紙、１０日） 

中央銀行によると、公的・民間の対外債務が４月に１，５７１億７，２００万米ドルとなり

ＧＤＰの５１．９％を占め、２０２０年４月の１，４４２億１，８００万米ドルと比べ８．９

８％増加した。公的債務は２０２１年４月に９１９億３，９００万米ドルと前年同月の７７１

億４，０００万米ドルから１９．１８％増加し、民間債務は２０２１年４月に６５２億３，３

００万米ドルと前年同月６７０億７，９００万米ドルから２．７５％減少した。 

 

（１０）政府の公的債務はＧＤＰの６１．７％に（「ラ・レプブリカ」紙、１６日） 

財務・公債省によると、６月の政府の公的債務は６７６．２兆ペソ（１，８００億１，３０

０万米ドル）、ＧＤＰ比６１．７％となり、５月の６６８．４兆ペソ、ＧＤＰ比６１％と比較し

１．１７％増加、昨年同月の５８５．１兆ペソと比較し１５．６％増加した。このうち対内債

務は４１３．４兆ペソ（１，１００億６，３００万米ドル）で公的債務の６１．１％、ＧＤＰ

比３７．７％で、対外債務は２６２．７兆ペソ（６９９億５，０００万米ドル）で公的債務の

３８．９％、ＧＤＰ比２４％となった。 

 

（１１）２０２１年前半の税収入は９．５％増加（「ポルタフォリオ」紙、１３日） 



国税・税関庁（ＤＩＡＮ）は、２０２１年の６か月の税収入は８５．１兆ペソで前年同期の

７７．７兆ペソから９．５％増加とした。このうち所得税が２８．３兆ペソ、付加価値税が１

９．１兆ペソ、関税が１４兆ペソで７２．３％に相当するとした。 

 

（１２）ボゴタ・クンディナマルカ地域のモビリティ計画を公表（「ラ・レプブリカ」紙、１３

日） 

 政府、ボゴタ市、クンディナマルカ県は、モビリティ改善を支援する４３．５兆ペソ超の投

資を伴う首都圏モビリティ計画を公表した。環境と生産性に寄与し、システムへの広域、良質

な住民のアクセシビリティのある持続可能な公共交通ネットワーク計画とする。 

 

（１３）労働時間を短縮する法令に署名（「ポルタフォリオ」紙、１６日） 

ドゥケ大統領は、段階的に週の労働時間を４８時間から４２時間に短縮する法令に署名した。

短縮により、賃金の引き下げや労働者の権利に影響を与えることはないとする。 

 

（１４）メガプロジェクトは３件進行中（「ポルタフォリオ」紙、１８日） 

経済再活性化戦略「コロンビアのための約束（Compromiso por Colombia）」は、５３３の計

画で投資額１０９兆ペソ、４４０万人の雇用を目指す。このうち輸送インフラ計画が際立ち１

０件のメガプロジェクトで２５兆３，２００億ペソ、全体の２３％を占める。 

 

（１５）コロンビアの貿易収支は赤字（「ポルタフォリオ」紙、１９日） 

国家統計庁（ＤＡＮＥ）は、５月の輸入額が４３億７，２２０万米ドルで前年同月比５２％

増加し、主に製造業が５９．４％増加したことによるとした。内訳は、製造業７７．４％、農

産物・食料・飲料１４．９％、燃料採掘製品７．６％、その他０．２％。また、５月の貿易収

支は１０億１，１７０万米ドル（前年同月４億９，１３０万米ドル）の赤字であった。 

 

（１６）全国デモによるコーヒー出荷の遅れ（「ラ・レプブリカ」紙、１９日） 

コロンビア・コーヒー生産者連合会は、コーヒーの輸出は全国デモの影響を受け前年同月比

で５月は６１％減少、６月は１１％減少とした。また、８０万袋のコーヒーの輸出が５０日遅

れたとした。ロベルト・ベレス（Roberto Vélez）同連合会会長は、全国デモ前の毎月１００万

袋を越える輸出から５月・６月で１３０万袋の輸出にとどまったとした。 

 

（１７）５月の全国デモは経済に影響（「ポルタフォリオ」紙、２０日） 

国家統計庁（ＤＡＮＥ）によると、５月の成長率は前年同月と比べ二桁成長だったが、４月

と比べ▲５．８％と成長が鈍化した。フアン・オビエド（Juan Oviedo）同庁局長は、全国デモ

の影響で、９産業のうち８産業で４月と比べ減少したとし、減少幅が大きいのは製造・建設業

（▲１６．９％）、農畜産・鉱業採掘業（▲９．９％）とした。 

 

（１８）外国投資計画はボゴタ、アンティオキア、バジェ・デル・カウカに集中（「ラ・レプブ

リカ」紙、２６日） 

プロコロンビアは、２０２１年１月から６月の間に１１０件、６９億１，２７０万米ドルの

新規・再投資計画があり、２０２０年同期間の５６億４，７００万米ドルと比較し２２％増加

とした。新型コロナウイルス流行の影響を大きく受けたボゴタ、アンティオキア、バジェ・デ

ル・カウカに集中し、４３億３，６００万米ドルで、全体の６３％を占める。 

 



（１９）ＣＯＮＰＥＳはＩＮＶＩＡＳの経済再活性化計画２．０を承認（「ラ・レプブリカ」紙、

２７日） 

国民経済社会政策評議会（ＣＯＮＰＥＳ）により、運輸省道路院（ＩＮＶＩＡＳ）の「領土

接続性、持続可能な成長と再活性化のための道路計画２．０」の投資計画の戦略的重要性を承

認。このＣＯＮＰＥＳ４０３９により再活性化計画２．０を構成する１３２の作業、１，９０

０キロメートルの道路の改修が可能となる。 

 

（２０）２０２２年予算の優先分野（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レプブリカ」紙、「エル・ヌ

エボ・シグロ」紙、３０日） 

財務・公債省は、２０２２年予算を３５０．４兆ペソとし、追加予算を含む２０２１年予算

と比較し１７．６兆ペソ増加とした。内訳は教育４９．３兆ペソ、防衛４１．９兆ペソ、厚生

４１．２兆ペソ、労働３６兆ペソ、金融２３．９兆ペソ、インクルージョンソーシャル２１．

７兆ペソで、前年度と比較し金融が９．３兆ペソ増加、防衛が４．３兆ペソ増加、労働が２．

６兆ペソ増加。 

 

（２１）金利を１．７５％に維持（「ラ・レプブリカ」紙、３０日） 

中央銀行理事会は、政策金利を１．７５％に維持する決定をしたと発表した。この決定は全

国デモの影響が低下し、経済が成長傾向にあることを考慮して行われたとした。また、理事会

は２０２１年の経済成長率を６．５％から７．５％に修正した。 

 

（２２）ボゴタメトロ２号線構築のための契約（「セマナ」誌他、７月３１日） 

ドゥケ大統領及びロペス・ボゴタ市長が参加して６月２９日に発表イベントが行われた、ボ

ゴタメトロ２号線（全長約１５，８キロ（大部分が地下）、総額約１３兆ペソ、約２百万人が裨

益）について、同２号線の入札が２０２２年に行われ、８月に工事が開始される１号線の稼働

から２年後の２０３０年の終了を見込む。また、国家開発銀行（ＦＤＮ)は、７月３０日、実現

可能性調査と技術設計、プロジェクト実行契約モデルのための法的、財政的な構造化を行うた

めの技術、財務、法務の専門のコンサルタントとして Unión Temporal MOVIUS – UT Movilidad 

Urbana Sostenible コンソーシアム（Garrigues Colombia S.A.S、Brigard & Urrutia Abogados、

KPMG Advisory Tax & Legal S.A.S、Bonus Banca de Inversión S.A.S、Systra S.A. sucursal 

Colombia、Ingetec Ingeniería y Diseño） との契約を発表した。 

 

＜対外経済関係＞  

（１）農業輸出額は１９．２％増加（「エル・ヌエボ・シグロ」紙、９日） 

牛乳、タヒチライム、牛肉、マンゴー、アボガドなどの非伝統的商品、花卉、コーヒーなど

の伝統的商品の海外売上が増加し、２０２１年１月から５月までの輸出額は、３７億８，４０

０万米ドルとなり、前年同期比１９．２％増加した。ロドルフォ・セア・ナバーロ（Rodolfo Zea 

Navarro）農業・地方開発大臣は、非伝統的商品の海外売上高は１９．５％増加し、伝統的商品

のコーヒーは１１億６，２００万米ドル（２５．１％増加）、花卉は８億４，０００万米ドル（２

４．１％増加）とした。 

 

（２）太平洋同盟とシンガポールの自由貿易協定（「ラ・レプブリカ」紙、２２日） 

太平洋同盟とシンガポールは自由貿易協定の交渉を終えたと、７月２１日のバーチャル会合

でロンバーナ（María Ximena Lombana）商工観光大臣により発表された。同大臣は、本協定が

太平洋同盟とシンガポール、アジア太平洋の間の商品物流を強化するツールとなり、商取引の



補完関係、投資誘致、政府調達を促進するとした。 

 

 



主な経済指標

経済活動指標 2020/05 2021/3 2021/4 2021/5

国内総生産（四半期）（DANE）：％ -15.8 1.1 17.6 17.6

経済活動指数（DANE）：％ -16.0 12.4 26.0 12.1

経済活動指数第１次産業（DANE)：％ -11.7 5.1 9.4 2.6

経済活動指数第２次産業（DANE)：％ -28.3 24.7 80.1 9.4

経済活動指数第３次産業（DANE)：％ -13.3 11.0 20.4 14.3

エネルギー需要(XM)：GWh 5,642 6,233 6,004 6,015

エネルギー需要－前年同月比(XM)：％ -6.7 3.6 15.4 6.4

雇用

全国平均失業率（DANE）：％ 21.4 14.2 15.1 15.6

主要13都市失業率（DANE）：％ 24.5 16.8 17.4 16.6

消費

消費者信頼感指数（ＦＥＤＥＳＡＲＲＯＬＬＯ）：％ -34.0 -11.4 -34.2 -34.3

実質小売売上高指数（DANE）：％ -26.8 20.1 75.0 22.8

自動車販売台数（単月）（ANDEMOS）：台 8,933 22,933 19,033 14,716

自動車販売台数（年内累計）（ANDEMOS）：台 60,414 56,971 76,004 90,720

物価

消費者物価上昇率－前年同月比（DANE）：％ -0.32 0.51 0.59 1.00

消費者物価上昇率－前年比（DANE）：％ 2.85 1.56 1.95 3.30

生産者物価上昇率－前月比（DANE）：％ 1.25 2.53 1.12 3.21

ガソリン価格（ボゴタ）（鉱山省）：ペソ／ガロン 8,286 8,847 8,847 N/A

生産

実質工業生産指数（DANE）：％ -26.2 20.7 63.7 8.6

実質工業売上高指数（DANE）：％ -25.2 21.1 60.8 5.6

新規建設着工承認面積（DANE）：㎡ 920,966 1,748,737 1,552,982 1,724,026

コーヒー生産量（ＦＮＣ）：千袋（６０Kg） 1,186 1,050 810 N/A

コーヒー生産量-前年同月比：％ 6 30 9 N/A

コーヒー価格（ＩＯＣ）/ 11月から　"SUAVE"：USD 155.82 179.15 181.68 196.26

石油生産量（日量）（鉱山省）：バレル 732,276 745,428 745,488 703,481

石油生産量－前年同月比（鉱山省）：％ -18.1 -13.0 -6.4 -3.9

石油生産量（日量・年内平均）（鉱山省）：バレル 829,563 745,533 745,522 737,114

石油価格WTI：USD ／バレル 28.56 62.33 61.72 65.17

金融

政策金利（中央銀行)：％ 3.25 1.75 1.75 1.75

為替　月初（中央銀行)：COP 3,932.72 3,624.39 3,678.62 3,740.14

為替　月末（中央銀行)：COP 3,718.82 3,736.91 3,712.89 3,715.28

為替　最高値（中央銀行)：COP 3,990.10 3,736.91 3,717.46 3,846.28

為替　最安値（中央銀行)：COP 3,718.82 3,534.62 3,595.57 3,655.74

株式指数　月初（中央銀行)：COP 1,105.43 1,355.70 1,323.97 1,216.62

株式指数　月末（中央銀行)：COP 1,095.84 1,316.81 1,250.65 1,200.90

株式指数　最高値（中央銀行)：COP 1,113.37 1,356.98 1,335.89 1,311.73

株式指数　最安値（中央銀行)：COP 1,052.23 1,314.46 1,250.65 1,182.18

貿易

貿易収支（ＦＯＢ）（DANE)：百万米ドル -491 -1,241 -1,443 -1,006

輸出額（FOB)（DANE)：百万米ドル 2,221 3,384 2,959 3,102

輸出額（ＦＯＢ）－前年同月比（DANE)：％ -40.7 38.7 58.5 39.7

輸出額（FOB)年内累計（DANE)：百万米ドル 12,888 8,936 11,895 14,997

輸入額（CIF）（DANE)：百万米ドル 2,877 4,935 4,697 4,372

輸入額（ＣＩＦ）－前年同月比（DANE)：％ -39.9 37.5 51.7 51.9

輸入額（CIF)年内累計（DANE)：百万米ドル 17,860 12,661 17,358 21,730

労働者送金（中央銀行）：百万米ドル 448 789 678 717


